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例言

１、本書は下呂ふるさと歴史記念館秋の企画展「三木氏の城・金森氏の城　戦国城館の発掘調査」に関連し

て開催される博物館研究集会「三木氏と戦国飛騨の城」、萩原諏訪城見学会、記念講演会「城から探る飛騨

の戦国時代」の資料集である。

２、本書の編集は、下呂市教育委員会生涯学習課の馬場伸一郎が行った。

３、本書は、下呂市教育委員会生涯学習課が発行した。

博物館研究集会・見学会・記念講演会の事業目的

　下呂市教育委員会では、平成21年度に桜洞城跡の発掘調査、平成24年度から平成25年度に萩原諏訪城

の範囲確認調査を実施する機会を得ました。その結果、飛騨南部に勢力を中心を置いた三木氏が飛騨北部へ

と勢力を拡大する際の本拠地とした桜洞城跡では空堀を検出し、また空堀と城内からは大量の中世陶磁器が

出土し、注目されました。また、萩原諏訪城の範囲確認調査では、虎口一帯の限られた発掘調査範囲から石

垣を構成する裏込が一面に検出され、当時の石垣の存在を彷彿とさせました。さらに、城内では長さ７ｍを

超えるであろう石塁が検出され、萩原諏訪城がより高度な普請工事により築城されていることがわかりまし

た。

　しかしながら、埋蔵文化財の発掘調査成果は、これまでの縄張り研究と史料研究の成果と対比し、評価を

しなければなりません。「研究集会」は、考古学研究・縄張り研究・史料研究の３つの立場から、戦国時代

当時の三木氏の動向、築城技術、城跡の評価を行う試みです。

　また、「見学会」と「記念講演会」は、学術的な成果をどのように街づくりや地域の活性化に活かしてい

くのかを市民の皆様と一緒に考えるための試みです。見学会では萩原諏訪城の重要箇所を確認し、記念講演

会では、城の見方やその魅力の他に、城跡を地域の宝として活用する実践例をお話しして頂く予定です。

　市民の皆様と「資料（史料）を考えてみる研究集会」、「資料を知り・活かす見学会と記念講演会」が今回

の事業目的です。文化財の保護が地域の宝の保護であり、地域の来歴の保護であることを皆様と考えます。

研究集会開催日時：2014年 10月５日（日）　13:00～ 16:00　会場：竹原公民館　

　　　プログラム：

　　　13:00～　　　　開会

　　　13:10～ 13:50　下呂市内に残る三木氏・金森氏の史跡　下呂市教育委員会　馬場伸一郎

　　　14:10～ 14:50　文献資料から探る三木氏の動向　高山陣屋学芸員／安国寺副住職　堀　祥岳氏

　　　15:10～ 15:50　萩原諏訪城・大威徳寺の石垣から見えてくるもの　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北陸城郭研究会　佐伯哲也氏

　　　16:00～　　　　コメント

萩原諏訪城見学会：2014年 10月 26日（日）　13:00～ 13:30　諏訪集会場玄関前集合

　　　　　　　　　　　解説　北陸城郭研究会(調査指導員)　佐伯哲也氏

記念講演会：　　　2014年 10月 26日（日）　14:00～ 15:30　会場：諏訪集会場大会議室

　　　　　　　　　　　滋賀県立大学教授・NPO法人城郭遺産による街づくり協議会理事長　中井　均氏

　　　　　　　　　　　演題「城から探る飛騨の戦国時代」　　　　　　
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記念講演会要旨－城から探る飛騨の戦国時代－

中 井 均（滋賀県立大学）

１、はじめに

今、飛騨の城が面白い。飛騨における城郭研究は森本一雄氏によって、昭和 年に『定本飛騨の城』が刊行さ

れた。そのなかで、森本氏は昭和 年に飛騨古城址調査会を発足され、実地調査をされていることが記されてい

る。しかし、何といっても飛騨の中世城館跡の分布数や、残存遺構が明確にされたのは、平成 年度より岐阜県教

育委員会によって実施された、岐阜県中世城館跡総合調査によってであろう。この調査によって飛騨地区 年

の高山市、飛騨市、下呂市、丹生川村、清見村、荘川村、白川村、宮村、久々野町、朝日村、高根村、国府町、上

宝村 に ヶ所にのぼる城館跡の存在が確認された。また、現存する城跡遺構もほぼすべてが図化された。

さらに飛騨の中世城館研究を飛躍的に発展させたのが近年の発掘調査である。高山城跡、冬頭城跡、三枝城跡 高

山市 、江馬氏館跡、増島城跡 飛騨市 、桜洞城跡 下呂市 、尾崎城跡 丹生川村 、青屋和田城跡 朝日村 、諏訪

洞砦跡 国府町 などで調査がおこなわれており、それぞれ多大の成果を収めている。

拙稿ではこうした分布調査や発掘調査で明らかとなった城館を通して、飛騨の戦国時代を探ってみたい。特に天

正 年 の金森長近による飛騨攻略によって、在地の城がどう変化をするのかについて注目したい。

２、土の城から石の城へ

戦国時代の城は文字通り、土から成る土木施設であった。山城の場合、山を切り盛りすることによって、曲輪や

土塁、堀切りなどが構えられた。飛騨では広瀬城や尾崎城、小鷹利城などで、大規模な畝状竪堀群が備えられ、

世紀後半の土の城の到達点を見ることができる。

一方、織田信長による築城は永禄 年 の小牧山城以後、岐阜城、安土城と石垣によって築かれ、中心に

は天主と呼ばれる高層建物が出現し、城郭建造物には瓦が葺かれるようになる。こうした構造の城郭は信長政権を

引き継いだ豊臣秀吉に継承され、彼らの一門や配下の城も同様の構造となる。こうした城郭を織田・豊臣系城郭と

呼んでいる。

飛騨では高山城、松倉城、萩原諏訪城、増島城、東町城、鍋山城などで石垣が認められており、畝状竪堀群を設

ける山城とは明らかに築城主体を異にしている。

〔松倉城〕

飛騨の石垣の城のなかで、とりわけ問題になるのが松倉城である。従来、松倉城は三木自綱によって天正 年

に築かれ、天正 年 金森長近に攻め落とされたとされていた。しかし、近年では現存する石垣の城

はとても飛騨の三木氏によって築けるものとは考えられず、金森氏によって築かれたものとするのが大方の見方で

ある。

ただし、天正 年 に築かれた安土城は総石垣の城であり、その 年後の築城ならば松倉城も三木氏によっ

て石垣の城として築かれていても矛盾しないのではないかという意見もあるようである。ここで、今少しこの問題

について述べておくと、まず石垣の構造であるが、出隅は算木積みとなり、築石にもかなりの巨石が用いられてお

り、年代的に天正 年は考えられない。むしろ天正 年以降の可能性も考えるべきである。平面構造、特に虎口
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を見ると平虎口で、枡形は認められないが、虎口に入ると直進できずに左右に折り曲がらないと次ぐの曲輪へは行

けないように工夫されている。何よりも三木氏の築城でないという根拠として、他の三木氏関係の城は巨大ではあ

るが、構造は単純で、石垣も認められないという点である。

ところで、現在本丸と呼ばれる山頂の曲輪には周囲に石塁が巡り、礎石も点在している。こうした構造からここ

は曲輪ではなく、天守の穴蔵と考えられる。瓦はまったく認められないことより、天守をはじめとする城郭建造物

は杮葺きであったと見られる。

松倉城は石垣、平面構造などから、天正 年に三木氏を滅ぼした金森長近が、新たな支配の拠点とするために、

天正 年 に高山城を築くまで、飛騨支配のために築いたものと考えられる。

〔高山城〕

三木氏を滅ぼした金森長近は、天正 年 に飛騨一国の領主となる。そして天正 年もしくは天正 年

に築いたのが高山城である。以後金森氏 代の居城となるが、元禄 年 に出羽上山に転封されると、

一時幕府の天領となり、元禄 年には破却された。この時、城割を受けており、石垣は大半が崩された。現存する

石垣のなかには矢穴技法で割られた石材が認められ、寛文 年 、延宝 年 の石垣修理に伴い積み直さ

れた石垣も存在する。

さて、本丸は絵図によると、南端に天守台を持たず、本丸御殿と一体をなす天守が存在していた。また、三之丸

の堀の発掘調査では建築廃材が多量に出土している。なかには杮板も含まれていることより城郭建造物は杮葺きの

建物であったと考えられる。また、こうした投棄された廃材は元禄 年の破却に伴う破城の可能性も考えられる。

〔萩原諏訪城〕

『飛州志』によると、「天正年中金森法印入国ノ始メ神祠ヲ同郷上村ニ遷シ城築セリ」とあり、天正 年に金森

長近が築いたとする。さらに同書には美濃国口の要害であり、佐藤秀方に守らせたとも記されている。なお、『飛

騨編年史要』では、慶長 年 のこととして、「是冬。佐藤方政、金森家へ来投す。可重之を益田郡萩原の新

城に置く」とある。

さて、現存する萩原諏訪城跡は神社地として近代以降に大きく改変され、石垣も極めて新しい段階に築き直され

たものであった。ところが近年の下呂市教育委員会による発掘調査で、西側斜面部より石垣が検出され、萩原諏訪

城が石垣によって築かれた城であったことが改めて確認された。石垣は飛騨川の川原石を用い、段積み工法によっ

て約 にわたって築かれていることが判明した。裏込めの栗石も厚く充填されており、天正 年に金森氏によっ

て築かれた石垣の可能性が高い。

〔増島城〕

金森長近の養嗣子可重に古川郷 万石が与えられ、増島城を築いたと伝えられている。天正 年 に可重

は増島の商町に定書を出していることより、築城は高山城と同じ天正 年 頃に開始されたものと考えられ

る。

現存する増島天満神社は本丸天守台といわれているが、石垣は谷積み 落し積み で築かれており、極めて新しく

積まれたものである。平成 、 、 、 年度に実施された古川小学校の校舎改築ならびに移転計画事業に伴う発

掘調査で、グラウンドの下に『飛州志』に所載されている絵図に近い状況で石垣や堀が検出された。自然石と粗割

石を用いた石垣は天正 年前後のものと見てよい。

〔東町城〕

東町城は江馬氏の家臣川上中務丞の居城と伝えられている。また、永禄年間 ～ に武田信玄が飛騨に進行

した際に、山形昌景が縄張りしたとも伝えられている。しかし、江馬館跡の発掘調査の結果、江馬氏の館が 世
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紀の初めに機能を停止しており、その後は東町城へ本拠を移動したものと考えられる。さらに佐伯哲也氏による古

写真からの石垣分析から、天正年間以降金森氏によって支城として改修された可能性が高い。

〔鍋山城〕

天正 年 の金森長近の飛騨進攻により、城主三木自綱は城を捨て逃亡したといわれている。その後飛騨

を平定した長近が天正 年 に高山城を居城とするまで、ここを居城としたとある。城は大きく大鍋山と下

鍋山の頂上に構えられている。大鍋山は石垣が認められ、枡形状の虎口も認められる。これに対して下鍋山は削平

地のみで築かれており、両者には築城の主体者が違うことを窺わせる。大鍋山が長近、下鍋山が三木氏によるもの

ではないだろうか。ただし、大鍋山は山頂部の削平がほとんどなされておらず、完成した城とは見えない。あるい

は長近は当初鍋山に入ったものの、松倉城を改修して、高山城に移るまで、松倉城を本拠にし、鍋山城は途中で放

棄した可能性もある。

３、金森氏時代の飛騨の城

さて、これまで見てきたように、天正 年 に飛騨に進攻し、翌年には秀吉より飛騨一国の領主となった

金森長近は、当初は松倉城を本拠とし、萩原諏訪城、増島城、東町城を支城として領国支配をおこなう。後に高山

城を築き、本城とするが本・支城体制は維持される。おそらく松倉城も高山築城で廃城となるのではなく、支城と

して存続するのではないだろうか。

これらの城に共通するのが石垣による築城である。これまで萩原諏訪城、増島城に現存する石垣は極めて新しい

ものであり、支城として石垣の城であったか否かの判断ができなかったが、いずれも近年の発掘調査によって天正

期と見られる石垣が検出されており、金森長近時代に石垣によって本城、支城の築かれていたことが明らかとなっ

た。

大変興味深い点は、いずれの城からも瓦が出土していないことである。織田・豊臣系城郭の要素のひとつに瓦が

挙げられるが、飛騨ではそれが認められない。これは自然環境によるものである。 厳冬の飛騨では瓦は使用でき

ない。爆ぜて割れてしまうからである。そこで杮葺きにせざるを得なかったのである。瓦が葺かれていないので、

織田・豊臣系の城ではないわけでは決してない。

ただ、もうひとつ注意しておかねばならない点がある。それは構造面である。織田・豊臣系の城郭では虎口を枡

形や喰違とするようになる。ところが高山城、松倉城、萩原諏訪城、増島城、東町城ともに明確な枡形を有してい

ない。石垣の城で内枡形が多用されるのは慶長年間以降である。天正年間にすでに領国支配の本・支城体制を形成

した飛騨では、まだ明確な内枡形を導入する以前であったのかも知れない。

近年、全国的に関ヶ原合戦後の転封により、新たな領国での本・支城体制が注目されている。それは徳川対豊臣

の最終戦争を目前に控えて、より強固な支城の築城がおこなわれるが、いずれも元和元年 の一国一城令によ

り廃城となる。そうした支城はわずか 年間しか存在しなかったわけである。

一方、飛騨ではすでにこうした本・支城体制が天正 年 より存在し、さらには関ヶ原合戦以後も同様に

存続し続ける稀有な事例なのである。他地域では慶長 年 に最新の本・支城が築かれるが、飛騨では基本的

に天正 年 に築かれた城がそのまま利用されるのである。

さらに興味深いのは、元和の一国一城令で、全国でほとんどの支城が廃城となり、破城されるのであるが、飛騨

では旅館という名称で、増島城、萩原諏訪城、下原旅館が元禄 年 まで存続するのである。全国的にはこう

した例外は、仙台藩では要害と呼ばれる支城が認められ、鹿児島藩では麓と呼ばれる外城制度が認められている。

飛騨の旅館もこうした例外的措置であった。元禄までの間存在したわけであるから、その間の石垣修築なども考慮



－ 5－

する必要があるだろう。

４、おわりに

さて、金森氏時代の飛騨における城郭を分析してきたわけであるが、最後に荘川村の牧戸城跡について若干触れ

ておきたい。

平成 年に高山市国府で開催された「戦国の山城フォーラム」の資料集に紹介された牧戸城跡の測量図を見て

驚かされた。方形の主郭の西側と南側に突出して方形の小曲輪が構えられているのである。さらにそれぞれの小曲

輪には「コ」の字状に土塁と空堀が巡り、正面は閉鎖され、両脇に土橋が構えられている。セオリー通りの角馬出

が設けられているのである。極めてコンパクトではあるが、高度な構造であり、飛騨の在地の城でないことは一目

瞭然であった。翌年の 月に無理をお願いして佐伯哲也氏に案内していただくことができた。小規模な土塁や空堀

は形式的であり、この城が恒久的に築城されたものではなく、戦争のために築かれた陣城であることを雄弁に物語

っている。

天正 年 月、金森長近は越前大野より飛騨に進攻するが、その進路は白川郷からであった。そして向

牧戸城で三木軍と合戦におよんでいる。牧戸城はこの時に金森軍の本営として築かれたものかも知れない。

城跡の持つ属性 石垣など 、構造 縄張り 、出土遺物、文献史料を分析することによって、地域の戦国史を明ら

かにすることができるのではないだろうか。城跡を資料として活用されることを願ってやまない。

参考文献

森本一雄 『定本 飛騨の城』郷土出版社

岐阜県教育委員会 『岐阜県中世城館跡総合調査報告書 第 集 飛騨地区・補遺 』

佐伯哲也 「公園整備前の東町城跡写真について」『濃飛史艸』第 号 岐阜県歴史資料保存協会

飛騨市教育委員会 『増島城跡』

国府の山城研究会 『戦国の山城フォーラム資料集』

下呂市教育委員会 『桜洞城跡発掘調査報告書』
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桜洞城跡・萩原諏訪城跡再考 

 
馬場伸一郎（下呂市教育委員会） 

 

はじめに－考古学以外の所見を吟味しなければならない中近世移行期の城郭－

筆者は平成 21 年度から平成 25 年度にかけて市内の２つの城郭を調査する機会を得たが、古文書・古記

録・縄張りと多方面の情報が残る中近世移行期の城郭だけに、考古学以外の所見についても取り上げ、見解

を示す必要があった。この紙面で、刊行した２つの城郭報告書の補遺をさせて頂きたい。 
 
１、古記録から桜洞城の城郭構造と周辺景観を考える

桜洞城跡の発掘調査の結果、その城は方形単郭型の城（居館跡）であり、少なくとも東と南を一重の空

堀で囲んでいたことが判明した。なお、空堀が検出されなかった北側には天然の要害である桜谷があり、西

側には飛騨川の河岸段丘が発達する。城の北東隅に今もなお残る巨大な土塁と空堀の一帯は、方形単郭型の

城にはやや異質だが、その部分の一帯は昭和８年以前の高山本線鉄道敷工事で大幅に切り崩され、全体を窺

い知ることができない。そのため、考古学以外の資料から城郭を復元しなければならなかった。 
 鉄道工事前の城郭構造を知る手がかりは、明治６年に成立した『斐太後風土記』記載の桜洞城跡略図に

ある。本図は、江戸時代から昭和時代初期に残された略図の中で、発掘調査成果との対比に耐え得る図であ

る。作図は、飛騨地方の村々が風土記の基になる「書上帳」（写真１）を作成していた明治初期であろう。 
第１図の『斐太後風土記』の略図では、現在の高山本線鉄道敷のある西側に、南北に走る土塁が巡って

いる。また、城の南側を走る空堀は南西隅で途切れている。そして、城の北側には、谷に沿って東西に走る

土塁が描かれ、城の周囲を連続して土塁が巡り、城の東側から南側に空堀が巡る。さらに、城内には北から

南に延びる土塁がある。そうした数々の土塁と空堀が記された『斐太後風土記』の略図は、今回の発掘調査

の所見と数多く整合する。桜洞城の城郭構造を理解するための定点資料と理解してよいであろう。 
なお、桜洞城の北にある上呂村の書上帳には、字坪之内に一辺 30 間程度の三木氏の方形館があったと記

録される。分布調査や発掘調査でその所在の確認はできていないが、検討の対象として留意しておきたい。 
さて、桜洞城跡周辺の様相はどうであったのだろうか。城跡一帯には戦国時代当時を知る手がかりとな

る伝承や石碑が残る。その材料を丹念に調査した吾郷武日氏は、第２図に示すように、三木氏一族の足跡が

桜洞城周辺に残ることを指摘した（吾郷 2009）。その興味深い指摘を以下に紹介する。 
景劉院とは三木重頼の室(直頼の母)が仏門に入った後に建立された禅昌寺の塔頭のことであるが（大前

2002）、『飛州志』にその地は今「ケイリン畠」と呼ばれている所だとある。吾郷氏は、地元古老への聞き

取り調査によってその地は桜洞城から東に約 200m離れた所に特定できるとした。また、吾郷氏は桜洞城跡

とケイリン畠の中間にある「月江谷」と呼ばれる小さな谷（関谷）にある、寛政５年(1793)建立の萬霊塔の

銘文に注目し、「人曰く一宇精舎有り」という銘文をもって、付近に三木氏一族関連の寺院があったと推定

した。萬霊塔のある谷が「月江」とも呼ばれるのは、若年で病死した江馬時経の娘で三木良頼の室（婚約者

か）が法号「月江宗光大禅定尼」に由来すると考えるならば、寺院が存在した蓋然性が増す。 
このように、寺院名までは特定できないものの、桜洞城跡の至近に三木氏一族に関連の深い寺院があっ
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たと考えてよいであろう。さらに、桜洞城の北方に位置する久津八幡宮は、応永 19 年(1412)の白井太郎俊

国の本殿再建、天正９年(1581)の三木自綱の拝殿建立と、断片的ながら三木氏およびそれ以前の領主層と縁

のある神社である。桜洞城築城時の三木直頼との関係を示す記録こそないが、三木氏一族と無関係ではない

神社であることは確かである。 
現段階では充分に追究はできないが、桜洞城の築城と、禅宗寺院など寺社の創建・再建・再興が相前後

して行われたのか、また城郭と寺社の歴史地理学的な位置関係の検討は、今後の検討課題に値しよう。 
 
２、考古学的手法による桜洞城跡の廃絶年代の推定

次に、文献史学・縄張り研究・考古学の３分野が三者三様の見解を提示した年代について考える。 
 城の年代を導き出す方法には、文献史料を直接根拠とし、築城と廃城を割り出す方法があるが、出土遺

物の相対年代に絶対年代を与え、遺物から城の年代を導き出す方法がある。後者を考えてみたい。 
桜洞城から出土した 中世陶磁器・土師器遺物の中で、瀬戸・美濃大窯製品の占める割合は 30.2%あり、

土器の 49.4%に次いで多い。ここでは、大窯製品の段階別組成から、文献史料には示されていない桜洞城跡

の廃絶年代を考えてみる。桜洞城跡出土の中世陶磁器は、藤澤良祐氏に段階を判定して頂いた。 
なお、瀬戸・美濃大窯製品の段階別組成から城跡の年代を割り出す研究は、大窯編年を確立した藤澤良

祐氏を筆頭に、鈴木正貴氏も実践するなど、研究の蓄積がある。藤澤氏は大窯製品の絶対年代について、遺

跡の廃絶時期は最も新しい型式で決定されるという前提に立ち、文献史料によって明らかにされている遺跡

の廃絶年代に、その遺跡から出土した最も新しい段階を当てはめることによって決定する方法を採用する

（藤澤 2008:65 頁）。また、藤澤氏は、前居住地から新居住地へ大窯製品が持ち込まれると考えるため、大

窯製品の組成からは成立年代は議論できないとする。そのため、城の成立年代より古い年代の大窯製品が出

土するのが通例であると考える。 
第１表は、鈴木氏が示した愛知県の清洲城・岩倉城・小牧山城とその城下町の古瀬戸後期から大窯製品の

段階別組成に、今回の発掘調査で出土した桜洞城跡の組成を加えたものである。結論から言えば、桜洞城跡

の組成は、小牧山城城下町（新町遺跡）の組成と同じ特徴を示す。その特徴とは、大窯１期・大窯２期もし

くはそのいずれかである製品の組成が 70%を占めており、大窯１期と大窯２期に確定できる製品も２割か

ら４割程度一定量見られること、そして大窯３期の製品が１割未満で、大窯４期については確実なものはな

いという点である。 
とすれば、藤澤氏の大窯４期の年代である 1590 年から 1610 年はまず桜洞城跡の廃絶年代からは外れる。

問題は大窯製品の組成でどこまで年代的に絞り込めるかである。量の多少はあるが、大窯３期までは出土し

た大窯製品中に組成するが、大窯４期の出土が一切認められないという類例を挙げると、岐阜市の大桑城が

天文 21 年(1552)廃絶（別の説では天文 12 年）、千畳敷織田信長居館伝承地（千畳敷）が稲葉山城落城の永

禄 10 年(1567)を下限とする（内堀 1998:283-284 頁）。また、小牧山城城下町は、信長が在城した時期であ

る永禄６年から永禄 10 年(1563～1567)に限定される（鈴木 2001）。このように、天文年間の末から永禄年

間に大窯４期が欠落する事例が集中することがわかる。 
大窯４期の遺物が極めてわずかながらも組成する事例を挙げると、清洲Ｂ群（清洲城）・岩倉城・小牧山

城の３事例があり（鈴木 2008）、清洲Ｂ群が噴砂を伴う大地震が発生した天正 13 年（1585）以前、岩倉城

が信長に攻撃され廃城する永禄２年(1559)、小牧山城が天正 12年(1584)の惣構改修時を最後とする。概ね天

正年間にまで年代が及ぶ。 
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このように、大窯４期の製品が全く出土しないあり方を重視すると、桜洞城跡の廃城年代を永禄年間、つ

まり 1558 年から 1570 年頃と推定することができる。報告書では、三木直頼死去の天文 23 年(1554)頃と推

定したが、桜洞城跡で出土したわずかな大窯３期の存在を重視し、天文年間より廃城年代が下る可能性があ

ると見解を訂正する。ただし、桜洞城跡から出土した大窯製品には、時期不詳としたものが 1/4 程度存在す

る。そのため、大窯４期が全くないとは言い切れない。多くの類例による裏づけが今後必要である。 
 
３、萩原諏訪城の築城年代に関わる古文書・古記録

佐伯哲也氏により枡形虎口をもつ織豊系城郭（金森氏城郭）として位置付けられた萩原諏訪城（佐伯

2005）は、築城年代に「天正 14 年説」（または天正 13 年説）と「慶長５年以降説」の２つの説ある。以下

に、その説に関する史料を挙げる。 
 
■史料１『飛州志』長谷川庄五郎忠崇編、延享年間頃成立

『飛州志』巻第之六、古城部、〔諏訪城〕

「同郷萩原町にあり、この地は古来諏訪の社地たりしを、天正年中に金森法印入国の始め、神祠を同

郷上村に遷し、城を築城せり、故に諏訪の城と称す、美濃国口の要害たり、佐藤六左衛門秀方之を守

る（以下略）」

岡村利平 1909『飛州志備考』注 58 によると「佐藤六左衛門秀方は美濃上有知城主にて、金森氏を援けて暫く益田郡

を鎮しと云う（略）萩原城代たりしは当家の六左衛門秀方に無相違候（略）但秀方萩原より上有知に帰り隠居して上

有知に卒す（以下略）」とある。

■史料２ 諏訪神社文書、安永２年(1773 、『飛騨史壇』第 巻第 号 1930 所収

（意訳）「慶長年中に佐藤六左衛門の知行所になり、諏訪大明神を破却し、佐藤六左衛門の屋敷を構えるこ

とになった、しかし、佐藤六左衛門は大坂の大乱へ出陣になり、萩原へ戻ることなく行方知れずになった、

その後、飛騨は金森家の領地になり、佐藤六左衛門屋敷は金森氏の通行時の旅館とした（以下略）」

■史料３『斐太後風土記』富田礼彦編、明治６年 1873 成立

〔益田郡萩原郷萩原町村 諏訪城跡〕

「萩原村民伝云、諏訪城は天正年中、佐藤六左衛門秀方築之。金森法印女婿也。内堀は成就して外堀普請

中、城主大坂城にて討死。」

■史料４「自休居士自筆の日記写」『飛騨遺乗合府』所収、桐山力所編・岡村利平校訂、大正３年 1914)発
行

「慶長十六年亥三月十六日田瀬村立、信州妻籠之宿迄罷越泊可申心懸して苗木成環寺七夕之橋近所迄罷

越候処（略）御暮合に御茶の間へ友政公御出くたびれには可有御座事に存候へ共むかしはなしいたし

度候由五時半迄飛州萩原取合被仰御夜食被下（以下略）

「（略）先年飛州にて御目に懸り候段は覚候得共夫より数十年間不合奉貴意へは（以下略）」

■史料５『飛騨編年史要』岡村利平著、大正 10年 1921 発行
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〔天正 年〕 1585 の綱文

〇閏八月十七日。秀吉、江州坂本城へ凱旋し、佐藤六左衛門尉秀方に飛州守備を命ず、秀方依て益田

郡へ来り翌年萩原諏訪城を新築するといふ。（以下略）

〔慶長５年〕 1600）の綱文

〇八月中旬。可重、大野吉城二郡を鎮定し、益田郡の敵を撃攘せんとして出陣す、先是遠山久兵衛友

政、家康の命を受けて苗木城を攻陷し、進んで益田郡に入り萩原城
．．．

に迫る、城方の三木次郎兵衛 後に

自休 友政に就て和を請い城兵解散す。

〇是冬、佐藤方政、金森家へ来投す、可重之を益田郡萩原の新城に置く、（以下略）

岡村利平氏（岡村 1917）は、史料４に登場する慶長５年「飛州萩原取合」と、史料５の慶長５年綱文の「萩原城」と

は、桜洞城や桜谷城と呼ばれる所謂古城であるとし、萩原新城（萩原諏訪城）は慶長５年後の築城という立場をとる。

以上の各史料の関連性を考えると、史料５の岡村利平の「綱文」（事の大要を示したもの、堀 2013）を起

点とすると理解しやすい。史料５の天正 13 年の綱文は、史料１の『飛州志』と史料３の『斐太後風土記』

が根拠になっていると推定され、史料５の慶長５年「八月中旬」の綱文は、史料４の「自休居士自筆の日記

写」が史料原文で、同じく慶長５年の「是冬」から始まる綱文は、史料２が根拠になっているようである。

史料を読む限り、萩原諏訪城の築城に関する記述は定まらず、天正 14 年か慶長５年か定かにはできない。

岡村利平氏が「萩原城」を「桜洞城古城」に読み替えたのは、慶長５年に三木次郎兵衛が萩原諏訪城に立て

籠もった場合に、本来の城主である佐藤六左衛門（方政）がどこにいってしまったのかという問題が発生す

るためであろうか。一方で、萩原諏訪城の廃城（金森旅館廃館）は、元禄５年(1692)の金森氏出羽国移封が

契機であるとのことを、史料２や延享３年 1746 に成立した『飛騨国中案内』で確認できる。

今回の萩原諏訪城の発掘調査で、佐伯哲也氏は自身の石垣編年の II 期 1585～1588 に萩原諏訪城の石垣

を位置づけ、文献史料では定かにできない築城年代の手がかりを示した（佐伯 2013 2014）。
今後、多くの研究方面から、飛騨地方の城郭に関する築城・廃城年代について、議論の深化が望まれる。

（引用文献－紙幅の都合、引用文献のみとさせて頂きました。ご寛容下さい－） 
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第１図　『斐太後風土記』（明治６年成立）
　　　　に記載された桜洞城跡略図

　写真１　上呂村神佛古跡田家古記録書
　　　　　上帳にある三木氏館跡（明治３年） 

第２図　桜洞城跡の位置と周辺に残る三木氏一族の伝承など
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古瀬戸

後期III・IV
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大窯１
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大窯１か
大窯２
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大窯２か
大窯３
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大窯４

大窯４ 大窯不明 合計 判明している史料年代

清州Ａ群
(清州城)

1509 1481 711 257 58 1 37 2 12 238 4306

清州Ｂ群
(清州城)

33 0 29 9 35 0 133 0 2 59 300
地震噴砂土坑被覆、天正13
年(1585)以前

清州Ｃ群
(清州城)

95 0 57 29 72 30 338 505 702 241 2069

岩倉城 353 151 157 31 30 38 14 2 2 21 799
永禄2年(1559)、信長に攻撃
され廃城

小牧山城 1 0 1 2 22 5 25 0 1 8 65
永禄6(1563)築城、天正12
年(1584)惣構の改修

小牧山城
城下町

3 0 82 75 198 82 38 0 0 20 498
信長在城の永禄6年(1563)
～永禄10年(1567)に限定

桜洞城跡 52 1 268 300 243 7 31 0 0 322 1224 永正年中(1504～21)築城

第１表　大窯製品の段階別組成と史料年代の比較　　　　　
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文献資料から探る三木氏の動向

堀 祥岳（高山陣屋学芸員／安国寺副住職）

三木氏の系譜

三木氏の歴代は、『飛州志』「三木氏略系」の、正頼―久頼―重頼―直頼―良頼―自綱―秀綱、という系譜が現在

一般に通用している。三木氏の史料上の初出は、文明 年（ ）「斎藤妙椿書状写」にみえる「三木討死」であ

る。

三木氏の場合、同時代史料で実名が判明するのは直頼以後の人物に限られる。例えば永正 年（ ）に死去

した直頼父は、十七回忌における香語が『明叔録』に収録されるものの俗名の記載はない。さらに、直頼の子・

良頼が永禄年間に飛騨国司姉小路氏の名跡を継ぐための政治工作をおこなったため、それ以降は系譜史料も『続群

書類従』所収「飛騨国司系図」や『系図纂要』にみえるように、姉小路氏から良頼あるいは直頼に連なるような系

図が作成・伝来されたと考えられる。したがって、直頼以前の系譜を探るためには、江戸時代になって作成された

系譜史料や記録類をみるしかない。三木氏の系譜史料を分類すると二通りに区分けでき、一つは前掲の『飛州志』

「三木氏略系」にみえるもの、いま一つは 世紀後半に成立したと思われる『飛騨略記』にみえるものである。

『飛州志』「三木氏略系」は代官長谷川忠崇が「本土所在ノ書」を直接引用したものだが、その底本は不明であ

る。家祖とされる正頼については、当史料以外ではその名すら見出すことはできないが、伝承として竹原郷則正（乗

政）村八幡宮を勧請した事蹟が伝わっているとのことである。一方、『飛騨略記』にみえる三木氏の系譜は、則綱

―綱良（久頼・重頼は弟）―直頼―良綱（マヽ）―自綱―秀綱、となっている。のちに桐山力所が撰述した『飛騨

群鑑』（文政 年成立）や「三木家系図」（「飛騨史料」所収）も、『飛騨略記』に依拠しつつ『飛州志』等により補訂

したものである。また「飛騨史料」所収の『平野速入寺記』（明治 年・桐山氏写本）には江戸末期（ 世素識の在職

中）の「平野速入寺系譜」があるが、記載される系譜は『飛騨略記』の記述に則した内容となっている。

直頼以前の三木氏

先に引用した「斎藤妙椿書状写」に「去る七日、三木討死仕り候により、京極殿より節々出陣の事承り候」とあ

り、三木某の討死を受けて飛騨守護・京極高清が斎藤妙椿に飛騨への出陣を要請していることがわかる。つまり、

この史料から守護京極氏と三木氏との間に守護―被官に類する関係を見出すことができる。

三木氏が飛騨国内に知行地を得たのは、応永 年（ ）のいわゆる応永飛騨の乱への参戦によるとされてい

る。同年幕府（将軍義持）は敵対する姿勢をみせた古川尹綱討伐のため飛騨守護・京極高光に追討を命じた。尹綱

討伐後、守護京極高光は恩賞として古川郷かよう（快与）名を尼子氏に与えるなど、討伐に加担した被官らに知行

地を分与したものとみられる。応永飛騨の乱の過程で、守護京極氏は将軍義持から富安郷の本領安堵を受け、また

高光の弟・高数は闕所地となった広瀬郷を拝領するなど、守護勢力の扶植が飛騨各地で進んだ。

当該期の益田郡に目を転ずると、応永 年には白井俊国によって久津八幡宮本殿が修築されている。同年 月

日の修造棟札には「願主飛騨国領主白井太郎俊国」とあり、白井俊国が久津八幡宮の位置する上呂郷あたりで

「領主」として君臨していたことがわかる。

時代は下るが、『天文日記』天文 年 月 日条に、三木良頼と伊藤但馬守が証如への返礼に到来した記載が

あり、伊藤の注記に「国人也、三木よりも上にて候へ共、依権勢今ハ三木に与力之由候」とみえる。ここから、三

木氏が一部地域の知行を起点として、白井俊国のような周辺領主を駆逐しながら勢力拡大を図ったことが類推され

よう。
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直頼父による「国家全」

直頼以前の三木氏を探る手がかりは、享禄 年（ ）に直頼が亡父（重頼あるいは綱良、以下「直頼父」とする）

の十七回忌を催した際に円通寺住職の明叔が唱えた香語の文中にもある。明叔は直頼父を、江州司馬（＝州の長官

（刺史）の次官（佐））であった白居易や、司馬睿（後の元帝）の宰相・王導に重ね合わせている。白居易は地方に左

遷されながらも悠々自適な生活に生きる喜びを見出し、王導は元帝を補佐する宰相として政治手腕を大いに発揮し

た人物である。香語を結ぶ明叔の偈（漢詩）には「軍前執柄国家全、身後功名今古伝、魏紫姚紅没交渉、一門桃李

耀春天」とあり、政治権力を掌握した「執柄」たる直頼父が国をまとめ、その名声が今に至るまで語り継がれてい

ること、また徳望の高さから多くの者が付き従っていく様子が詠み込まれている。三木氏は直頼父の段階で、守護

の一被官人という枠組みを越えて政治権力をもち、「国家全」と評されるような状勢を作り上げていたことが注目

される。

直頼父が没した永正 年（ ）から 年後の大永元年（ ）には、寿楽寺所蔵大般若経奥書（巻 ）に「三

木殿者三仏寺在城候也」とあり、三木氏の勢力が高山盆地まで進出しているのがわかる。このとき「彼国依怱劇、

寺家ヨリ竪座ヨリ下悉下向シ、庄内警固ノ為ニ新宮社ニ令閇籠畢」（巻 ）、「三木家中取合ニ依テ、庄内為警固、

竪座以下悉庄下、新宮社閇籠畢」（巻 ）という事態が生じていた。先行研究では「三木家中取合」を（寺僧による）

三木氏への合力（援軍）と解釈しているが、この部分は“三木氏の家中で内紛（内戦）が生じたため、長瀧寺領川

上庄の警固のために寺僧が新宮社に立て籠もった”とするのが、ごく自然な解釈であろう 。「三木家中取合」は（彼

国）「怱劇」と言い換えられており、内紛とはいえ規模の大きい争いが懸念されるような三木氏勢力の拡大が窺え

る。

直頼による「国一味」

『飛州志』所載の飛騨一宮棟札銘に「辛卯、向牛丸与十郎、志野比に籠り候を、益田衆攻め落とし候。一段高名

どもに候き。辛卯三月廿日、古川の城落ち候。皆々白川へ穿人候なり。大野衆渡り合い、小鳥口にて悉く分取りな

り。打ち死に数多なり。同辛卯四月廿五日、両小島へ礼に御越し候。直に国一味にて候」（以上、読み下し文）とあ

り、享禄 年（ ）の状勢が判明する。三木氏の配下に属すとみられる「益田衆」が姉小路三家のうち向氏の家

臣・牛丸氏を攻め、「大野衆」が古川氏の居城「古川の城」から逃げ落ちた浪人を討ち取った。その後「三木殿」

こと三木直頼が「両小島」すなわち小島氏と向小島（向）氏に戦勝の報告に赴いている。引用箇所の前段では享禄

年 月 日に「当国古川殿、内衆の雑説に依りて広瀬へ取り退かれ畢んぬ」とあり、当初「古川の城」に在城

していたであろう「古川殿」は広瀬氏のもとに退避して三木氏による討伐を受けていない模様である。つまり、こ

こにみえる三木氏の攻勢は、向氏の家臣・牛丸氏や古川氏の被官人が対象だったのであり、とりわけ三木氏と「両

小島」氏との間には友好関係がみてとれる。この状況を示すのが末尾にみえる「国一味」の語であろう。先行研究

では「直国、一味也」と読まれ、三木直国という人物が味方であるという文脈で解釈されてきた 。しかし、ここ

は「直ちに国一味なり」と読んだほうが自然である。

三木直頼による「国一味」の体制は、姉小路三家のみならず広瀬氏や江馬氏をも巻き込んだ均衡状態をさすと考

えられる。直頼の子・良頼の妻は江馬時経の女子であり、後妻は向氏の女子であった。また天文 年（ ）に三

木氏が東美濃へ出馬したときには、姉小路三家・広瀬氏・江馬氏からそれぞれ援兵が派遣されている。

姉小路三家を取りまとめていた小島時秀が天文 年（ ）に死去した際の引導法語 に「名を公家に受け、三

家の長を称す」とあり、小島時秀が姉小路三家の長老として重きをなしていたことが読み取れる。また法語の一節

には「ある時は円通の門に入り、諸士大士の相を現すがごとし。ある時は安国の浴を賜り、坡老祖師の禅を窺うに

似たり」とあり、三木氏が外護していた円通寺 と、江馬氏が外護していた安国寺の双方に出入りしたことが窺え

る。三木氏―小島氏―江馬氏の間で均衡が保たれていた「国一味」の状勢を小島時秀が体現しているかのごとくで

ある。
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さて、直頼は享禄 年（ ）に龍源山興聖寺 を、天文元年（ ）には龍澤山禅昌寺を創建している。天文

年間前半の『明叔録』にみえる直頼の肩書きをみると「益田郡居住」の記載がみえ、直頼の拠点はなお益田郡内に

あったことがわかる。

例えば天文 年（ ）と推定される 月 日付「瑞建書状写」 には「国中之儀、去七日三仏寺近所ナベ山

と申処迄、新九・同四郎次郎殿御出張候」とあり、直頼は本城に留まり新九郎（頼一）・四郎次郎といった子弟が

前線に出張るという状況がみられる。同書状の冒頭には「当寺・城辺景劉院殿平安候、可御心安候」とある。瑞建

は禅昌寺の住僧、宛先の堂頭和尚は寺外に滞在中の禅昌寺住職・仁谷と思われる。「当寺」は禅昌寺を指し、「城」

は桜洞城を指す。景劉院は直頼母が夫没後に出家し参禅したのち、天文元年に創建された尼院である。その立地は、

現在字桜洞に「ケイリン畑」という地名があることから桜洞城付近と推定されている。これは「城辺景劉院殿」と

矛盾しない。であれば、禅昌寺の立地は「城辺」とは離れた場所であると推定できまいか。

良頼の対外戦略

天文 年（ ）の千光寺梵鐘銘文に「国守三木直頼朝臣大和守」、天文 年の北方白山権現鰐口銘に「飛騨

国守三木氏」と刻んだ直頼であったが、天文 年に没すると、たちまち飛騨国は「錯乱」「騒屑」 といった状況

に陥った。翌 年にかけて、三木氏は長瀧寺領川上庄への押領をはたらいている 。

後継の良頼は、永禄年間にはいると「飛騨国司」の称号を得て、さらに姉小路氏の極官である権中納言を越える

任官を望んで働きかけを続けるが、この動向については大薮海氏や木下聡氏等の先行研究を参照されたい 。

ここで論点となるのは良頼が拠点をどこに定めたか、という問題である。良頼は近衛前久を頼りに朝廷への働き

かけを続け、一方では越中進出を図る上杉氏との連絡を密にしていった。上杉氏による越中在番体制は永禄 年

（ ）からはじまる 。三木良頼は元亀元年（ ）に「居城を明渡、新庄可相移」 との指令を受けて新庄城に

在番するが、すでに前年から越中における所定の「居城」における在番に組み込まれていた可能性が考えられる。

自綱と松倉城 ―新宮神社棟札の検討―

最後に、松倉城築城に関する史料として、新宮神社所蔵・永禄 年（ ）「熊野本宮再興棟札」について検討

する。この棟札は従来から既知の什物で、最近でも幾つかの文献にて紹介されている 。【図】のように表裏に銘文

があるが、それぞれの年紀が異なる点がまずは問題となる。特徴のある筆致を比較すると、表裏同筆つまり裏面に

みえる千光寺住僧・弘盛が両面の筆者と考えられる。弘盛は「高野山過去帳」 によっても実在が確認される。

年紀の違いについては、永禄 年に熊野本宮の再興が成り、その後天正 年（ ）に松倉城が築城されるに際

して、熊野本宮に松倉城鎮守としての性格が付与され、併せて棟札が作成された、という解釈をするしかない。裏

面 行目の「造立之也」の「之」は熊野本宮を指す。続いて問題となるのは三木自綱の表記である。まず永禄 年

には先代の良頼が存命で、当主を差し措いて子・自綱が「飛騨国大領」を名乗り再興の主体となるのは疑問を生じ

る。また、裏面の官位についても、自綱を含め三木氏は「中納言」には達していない。永禄 年には自綱は「侍従」

だが、天正 年には既に「太宰大弐」となっている。以上の問題について強いて説明しようとすれば、“永禄 年

の再興主は良頼であったが、棟札作成時には現当主の自綱の名を記し、かつ中納言を詐称した”、ということにな

ろうか。

天正 年の松倉城築城については、『飛州三澤記』にも同年築城の記述があるものの、さらに発掘調査等によっ

て新たな検討材料が見出されることを期待したい。

※他にも検討を要する史料・事象があるが、もはや紙幅を尽くしてしまった。当日配布資料にて補足したい。
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付記 棟札の撮影にあたって、新宮神社氏子総代・松原

清三氏はじめ氏子の皆さんのご助力を得た。 
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萩原諏訪城・大威徳寺の石垣から見えてくるもの 

 

佐伯哲也（北陸城郭研究会） 

 

 

１．はじめに 

平成25年、下呂市教育委員会によって萩原諏訪城跡から築城当初の石垣が検出された。この石垣の検出により、

今まで不明とされてきた中世城郭の石垣の構築者・構築年代の推定が可能となった。拙稿では萩原諏訪城・大威徳

寺の石垣から見えてきた飛騨中世城郭の石垣につい述べる。 

 

２．検出された萩原諏訪城の石垣 

①高さ2.7ｍ ②角度70° ③裏込石 有 ④１ｍ大以上の石 無 ⑤矢穴石 無  

⑥石垣の構築年代 天正13～16年                                                       

上記石垣の特徴として、①高さは４ｍ以下、②裏込石を使用、が挙げられる。萩原諏訪城は天正14年(1586)金森長

近の姉婿（一説には妹婿）佐藤秀方が築城したと伝える。これを良質の史料からの裏付けは難しいが、秀方を含む

金森氏関係の武将が天正13～16年に築城したことについては異論はあるまい。従って検出された石垣も、天正13～1

6年に金森氏が構築したとすることができる。 

 

３．指標となる石垣の選定 

 名 称  高さｍ  角度° 裏込石 １ｍ大以上の石 矢穴石 石垣の下限もしくは構築年代 

 江馬下館  1.4m 51～59 無 無 無 下限 1510年頃 

 広瀬城  3.3 50 無 無 無 下限  天正13年(1585) 

 大威徳寺  2.7 70～74 無 無 無 下限  天正13年(1585) 

 増島城  7.5 68～75 有 有 ほぼ無 構築年代 天正16～20年 

 高山城  4.8 69～72 有 有 有 構築年代 天正16～慶長8年 

 高山城  8.5 88 有 有 有 構築年代 寛文3年(1663) 

 

４．石垣の特徴 

（１）Ⅰ期 

江馬下館・広瀬城・大威徳寺は全て天正13年以前にほぼ廃絶したと考えられる。高さは４ｍを越えず、角度もバ

ラバラ、裏込石・１ｍ以上の石・矢穴石も無い。江馬下館と広瀬城・大威徳寺とは約70年の時代差があるが、石垣

技術の発達はあまり見られない。 

大威徳寺の石垣は高さは４ｍ以下、石も30～50㎝程度の小石を使用し、隅角は単純に積み上げているだけの稚拙

な石垣である。飛騨の中世山岳寺院は、千光寺・清峰寺・安寧寺・安国寺・大威徳寺があげられる。しかし高さ４

ｍ以上の高石垣は全く残っていない。恐らく飛騨山岳寺院は天正13年金森長近入国当時まで石垣技術はほとんど発

達せず、そして廃絶していったと考えられる。従って三木氏時代の飛騨に高石垣を構築する石垣工人集団は存在し

ていなかったと考えられる。           
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（２）Ⅱ期 

萩原諏訪城は金森氏飛騨入国の天正13年から高山築城の天正16年までに、佐藤秀方を含む金森氏関係武将が築城

したと考えられる。 

高さは４ｍを越えないが裏込石が導入されており、この点がⅠ期の石垣と違う。同じく金森長近・可重が飛騨入

国当初に入城した鍋山・古川城も４ｍは越えないが裏込石が用いられている。鍋山・古川・小島城の縄張りには織

豊系城郭の特徴が見られ、初期段階の石垣と考えられる。ただし角度はバラバラ、隅角も初原的な算木積みで、Ⅰ

期の石垣と比較しても、石垣技術もさほど発達していない。 

天正13年にほぼ廃絶した大威徳寺の石垣と萩原諏訪城の石垣は構造が酷似しており、両者は同じ石垣技術で構築

されている可能性が高い。飛騨入国当初の金森氏は在地の石垣工人を動員して石垣を築き、この結果、山岳寺院・

土豪城郭の石垣とほぼ同様の石垣になったと推定される。 

唯一の相違点は、裏込石の有無である。裏込石を使用することにより金森氏は石垣天端に重量構造物（多聞櫓）

を設置することに成功し、裏込石を使用しなかった大威徳寺は石垣天端に重量構造物（伝三重塔）を置くことがで

きなかった。                                                         

（３）Ⅲ期 

天正16年以降に築城された高山・増島城の石垣は、高さは４ｍを越え、１ｍ大以上の石を用い、裏込石を導入、

隅角は完成された算木積みとなる。まさに近世城郭の石垣である。角度もほぼ70°に統一されており、同一石垣工人

集団の可能性も指摘できる。しかし矢穴石は皆無、あるいは非常に少ない。また表面を整えた切石の割合も非常に

少ない。天正期の石垣に矢穴石は非常に少なく、文禄年間以降に増加すると言われている。このため天正16～20年

をⅢ期とし、増島・高山（本丸）の石垣をあてた。 

高山・増島築城時から石垣技術は飛躍的に進歩する。それは在地の石垣技術ではなく、金森氏が外部の石垣技術

を導入したためではなかろうか。天正16年3月大坂築城２期工事が完了する。高山・増島・松倉城が天正16年から着

工されたのなら、大阪築城工事に従事していた石垣工人集団が高山・増島城の石垣工事を担当したのかもしれない。 

（４）Ⅳ期 

高山城二ノ丸の石垣に矢穴石・切石が多数存在し、高山城本丸周辺や増島城の石垣と違った様相を示す。高山城

は天正16～慶長５年に本丸・二ノ丸が完成し、慶長５～８年にかけて三ノ丸が完成したといわれている。つまり本

丸が最初に着工され、三ノ丸が最後に完成したのであり、本丸から二ノ丸、そして三ノ丸に近づくほど石垣は新し

くなる。矢穴石も本丸周辺は極端に少なく、二ノ丸に多数残っているのもその証左である。以上の理由により二ノ

丸石垣を高山（後期）し、Ⅳ期とした。 

 

５．石垣編年表（試案）の提示 

表－１に石垣編年表（試案）を示す。 

 

６．萩原諏訪城・大威徳寺の石垣から見えてくるもの 

萩原諏訪城・大威徳寺の石垣を使用することにより、石垣編年表を作成することができた。これにより松倉城の

石垣は増島城の石垣デ－タ（Ⅲ期）と酷似していることが判明し、従って松倉城の石垣はⅢ期となり、天正 ～

年に金森氏が構築したものとなった。立面図を見ても松倉城の石垣が増島城の石垣と酷似しているのが一目瞭然で

あろう。 

松倉城の石垣は三木自綱が永禄年間あるいは天正7年に構築したものと言われていたが、良質の史料を根拠にした
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ものではなかった。萩原諏訪城・大威徳寺を調査することによって、新事実が見えてくるのである。 

三木自綱は織田方だったので、安土城クラスの石垣（天主台石垣の推定高さは11.3ｍ）は築けたはずであり、従っ

て松倉城の石垣は自綱も築けたとする説も理論上成立する。しかし自綱よりも安土城クラスの石垣を構築しやすい

環境にあった明智光秀・佐々成政・前田利家の城郭に高さ４ｍを越える石垣は存在しない。残念ながら自綱に松倉

城の石垣を構築するのは無理と判断せざるをえない。 

 

７．入国当初の金森氏城郭                                          

（１）金森氏入国当初の城郭                                                                

Ⅱ期の城郭が該当する。金森長近・可重父子は鍋山・古川城といった山城に入城する一方、穀倉地帯を支配する

ために東町（高原郷）・萩原諏訪城（益田盆地）・荻町城（白川郷）も築いている。     

（２）いずれも小規模・単純な構造                                                          

Ⅱ期の城郭はいずれも小規模かつ単純な構造で、また石垣も裏込石が導入されている以外は、さほど在地城郭の

石垣とあまり変わらない。この理由として、                                     

①入国当初の飛騨は、反金森勢力の活動が活発で、世情が安定するまで、防御力に優れた山城（鍋山・古川）に一

旦入城する。                                                                

②反金森勢力の活動が活発な飛騨において大規模な築城工事を行う余裕がまったくなかった。石垣もとりあえず在

地の技術を用いて、重量構造物を積載できる石垣を構築した。                    

③入国当初、飛騨は稲葉重道に与えられる可能性もあった。従って飛騨の処分が正式に決定するまでの間は、「仮

の宿」でよかった。                                                           

以上の理由が考えられる。金森氏が本格的な築城工事（高山・増島・松倉）を行うのは、世情が安定し、飛騨一国

の処分が正式に決定した後である。                                              

高山城は居住性・政庁性を重視した城郭と言え、防御性が劣っていたと考えられる。この不足する防御性を補う

ために金森氏は松倉城を大改修したのではなかろうか。                            
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飛騨中世城郭・寺院石垣編年表（試案）

期別 使用年代                特     徴 城・寺名 使用者・使用箇所

Ⅰ期 天正13年
(1585)以前

①高さは４ｍ以下
②裏込石は無し
③石は自然石あるいは割石を使用
④角度は50～90度の多用な勾配
⑤最大径１ｍ以上の石はほぼ存在しな
い

大威徳寺
江馬下館
桜谷
広瀬
高堂
下北

①在地土豪城郭・中世寺院
 に使用
②切岸の壁面に使用

Ⅱ期 天正13～
天正16
(1588)年

①高さは４ｍ以下
②裏込石を使用
③石は自然石あるいは割石を使用
④角度は51～90度の多用な勾配
⑤多くの城郭で１ｍ以上の石を使用
⑥隅角は初原的な算木積み

小島
古川
荻町
萩原諏訪
鍋山
桜洞
東町

①金森氏の城郭で使用
②切岸の壁面の他に虎口に
 も使用
③東町城の石垣は、古写真
 から推定した

Ⅲ期 天正16～
天正20
(1592)年

①高さは４ｍ以上
②裏込石を使用
③石は自然石または割石・切石を使用
④角度は70度前後
⑤全ての城郭で１ｍ以上の石を使用
⑥隅角は完成された算木積み
⑦ごく一部に矢穴石が存在

松倉
増島
高山（本
丸）

①金森氏の城郭に使用
②主要曲輪全てに使用

Ⅳ期 天正20～
元禄５
(1692)年

①高さは４ｍ以上
②裏込石を使用
③石は自然石または割石・切石を使用
④角度はほぼ70度（寛文3年は88度
⑤全ての城郭で１ｍ以上の石を使用
⑥隅角は完成された算木積み
⑦矢穴石を多数使用

高山（二
ノ丸）

①金森氏の城郭に使用
②主要曲輪全てに使用

※牧戸城にも石垣は残るが、上記条件とは一致せず、城郭以外の性格を有する石垣と思われるため除外
した。
※向牧戸城・高原諏訪城・田谷城の石垣は、自然の露頭風化岩と推定されるため除外した。
※萩原諏訪城の復元石垣は、時代背景を考慮していないため除外した。
※東町城の復元石垣は、時代背景を考慮していないため除外した。

他地域城郭の石垣デ－タ一覧表       高さ：ｍ  角度：°

期別 城名 場所 構築者 構築年代 高さ 角度 最大1
ｍの石

   備  考

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

虚空蔵

安土

周山

森寺

七尾

松倉

舟岡山

守山

宮崎

不動山

金沢

高岡

石川県能美市

滋賀県安土町

京都府周山町

富山県氷見市

石川県七尾市

富山県魚津市

石川県白山市

富山県高岡市

富山県朝日町

新潟県糸魚川市

石川県金沢市

富山県高岡市

荒川市助

織田信長

明智光秀

佐々成政

前田利家

上杉景勝

前田利家

前田利長

上杉景勝

上杉景勝

前田利家

前田利長

天正８年以前

天正４～７年

天正７年

天正９年

天正９年

天正６～10年
天正11～20年
天正13～20年
～天正13年
～天正13年
文禄年間

慶長14年

1.3
11.3
3.5
3.7
3.8
2.3
6.1
6.3
1.5
1.4
12.0
15.0

88
68
70
72
69
76
71
70
87
75
52
72

無

有

有

有

有

無

有

有

無

無

有

有

加賀一向一揆の城郭

天主台の石垣の測定値

明智光秀丹波攻略の拠点

佐々成政越中進出の拠点

前田利家の居城

越中における上杉氏の拠点

北加賀領地境の拠点

越中西半国統治の拠点

越中・越後国境の拠点

頚城郡統治の拠点

前田利家の居城

前田利長の居城



－ 20 －

桜洞城跡　
下呂市萩原町桜洞　一部下呂市指定史跡　４５０ｍ　佐伯哲也氏作図
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萩原諏訪城跡　
下呂市萩原町萩原　岐阜県指定史跡　標高４２０ｍ　佐伯哲也氏作図
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広瀬城跡　
高山市国府町名張他　岐阜県指定史跡　標高６２２ｍ　佐伯哲也氏作図

楢尾山城跡　
下呂市萩原町古関　下呂市指定史跡　標高７２７ｍ　佐伯哲也氏作図



三木氏の推定系譜と主要事件

正頼 重頼久頼 直頼 良頼 自綱

秀綱

永正 13 没

天文 23 没

元亀 3没

天正 15 没

天正 13 戦死

文明 3戦死 ? 右兵衛尉

大和守 (天文 10 ～ )

直綱

直弘

頼一

新助

新左衛門尉

新九郎

従三位参議 (永禄 5)

兵衛次郎 ?

姉小路嗣頼

従五位下飛騨守 (弘治 4)

四郎次郎 ?

女

岡本

豊前守

初名光頼
永禄 6改名

天正５殺害

宣綱
天正７殺害

自綱

次郎右衛門 ?

季綱
天正 13 戦死

次郎兵衛
明暦 3没

女
田口四郎左衛門室

遠山備後後室

（下に続き）

〔馬場伸一郎作成〕

顕綱

天正 11 殺害
鍋山豊後守

永正年中　桜洞城築城①

永正大永頃　馬瀬・阿多野郷攻略①

大永元　三仏寺城在城②

大永８/ 享禄元　木曽侵攻③　

天文８　郡上ハタサ兄弟取合、出兵②　

天文 15　千光寺再建⑥　

天文 20　禅昌寺方丈建立⑦　

享禄４　姉小路古川家の内紛に干渉④　

天文 22　長子良頼、円通寺仏殿再建⑦　

元亀３カ 自綱弟三木次郎右衛
　　　　 門尉、威徳寺で遠山
         直廉と合戦⑨
　　　　 　　

永禄７　武田信玄、飛騨侵攻⑧　

天正元　郡上侵攻、遠藤氏と
　　　　合戦⑩　

天正９　久津八幡宮拝殿建立⑫

天正 10　江馬輝盛と荒木郷で
　      合戦、　輝盛戦死②

天正 13　松倉城で金森氏の攻撃
　　　　を受け、敗戦⑬

天正７　松倉城築城①・⑪

慶応５年の関ヶ原合戦前、
次郎兵衛、石田方に呼応し
て、萩原城に立て籠もる　

天文 13　飛騨兵乱、ナベ山出張⑤　

大窯製品の組成から推定される桜洞城跡の年代幅

文献史料から推定される桜洞城跡の年代幅

?

天文９　三木新九郎殿濃州土岐殿へ
　　　　出頭す②　

⑭事件の典拠は以下の通りである

　　①飛州志、②寿楽寺大般若経奥書、③木曽考続貂、④飛騨一宮水無神社棟札、⑤飛州志所収安国寺古書類、

　　⑥千光寺梵鐘陽鋳銘、⑦明叔録、⑧信濃史料、⑨苗木根元記 ( 本書では永禄 12 年 )、⑩飛州志所収千光寺大般若経後書

　　⑪斐太後風土記、⑫久津八幡宮拝殿棟札、⑬宇野主人日記、⑭雲林寺過去帳・高森根元記

三木氏の系図と主要事件については、岡村守彦 1979『飛騨史考中世編』を主に参考とした



　　下呂ふるさと歴史記念館秋の企画展

　　「三木氏の城・金森氏の城　戦国城館の発掘調査」関連企画

城から探る飛騨南部の戦国時代　資料集

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　発行日　　　2014（平成26）年 10月５日

編集・発行　下呂市教育委員会・下呂ふるさと歴史記念館

　　　　　　　　　　　印刷　　　　有限会社　斐太企画工房



　　検出された土塁 （桜洞城跡　平成 21 年度調査）

　　検出された空堀 （桜洞城跡　平成 21 年度調査）




